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１．はじめに 

 RC 部材で配筋が困難なほど鉄筋量が多い場合には，図－1 に示す鉄筋の代わりに平鋼などを用いた SC 構

造を適用することで，鋼材断面を集約し配置を合理化することが有効である．この SC 構造の継手において，

RC 構造における鉄筋の重ね継手のように鋼材同士を直接接合す

ることなく，コンクリートを介した力の伝達に基づく継手が実現で

きれば施工の合理化に繋がると考えた．ここでは，図－2に示すよ

うに相対する平鋼同士の配置間隔をあけた継手を考案し，その設計

手法の考え方と課題に対する検討結果を報告する．  

２．継手の概要 

 継手は，鉄筋コンクリート構造配筋指針・同解説 1)

に示されるあき重ね継手を参考とし，さらに，継手

長を短くするために鋼材の先端に支圧板を配置し

た．平鋼は異形鉄筋のように表面に節が無く付着力

を期待できないことから，平鋼の表面に突起を配置

した形状 2)とした．この継手を用い，鋼材をプレファ

ブ化して現地に据え付ければ，コンクリートを打ち

込むだけで躯体を構築できるため，生産性向上にも

寄与すると考えた． 

３．継手の設計手法 

 図－2に示す継手では，平鋼が設計で想定される引張力に対してコンクリートに定着されることを確認する

必要がある．そこで，平鋼が隣接した条件を考慮した継手耐力の考え方を示す． 

 支圧板を有する突起付き平鋼に引張力が作用したとき，引張力に対して支圧板による支圧力（支圧作用）と

表面の突起による付着力（付着作用）が協働して抵抗する挙動を想定する．つまり，継手の平鋼は付着力と支

圧力により定着されることを考える．同様の考え方としては，Ledesma3)が定着体を有する鉄筋を対象とした

あき重ね継手の耐力式を提案している．耐力式は式（1）で示され，支圧力は DeVries4)による頭付き鉄筋の側

方割裂破壊耐力で，付着力は ASSHTO の鉄筋の基本定着式 5)から逆算して求められる鉄筋の定着力から算出

されている．なお，側方割裂破壊面の概念図は図－3に示すとおりであり，隣接する鉄筋による破壊面の影響

を考慮した式で，基本となる側方割裂破壊面積との比によ

り耐力の低減が考慮されている． 

 𝑃ௗ =
𝐴௕௢

𝐴௕௢௡
0.017𝐶ଵඥ𝐴௡𝑓௖

ᇱ + 0.062𝐿௦ඥ𝑓௖
ᇱ (1) 

ただし，𝑃ௗ：継手耐力(kN)，𝐴௕௢：交差定着部の有効破壊

面積（= (3𝐶ଵ + 𝐿௦/2) × 𝑆௕௔௥）(mm2)，𝐶ଵ：鉄筋の芯かぶり

(mm)，𝑆௕௔௥：鉄筋間隔(mm)，𝐴௕௢௡：側方割裂破壊面積 

(mm2)，𝐴௡：定着体の有効支圧面積（=定着体の外径面積
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図－1 RC 部材と SC 部材の断面例 

図－3 側方割裂破壊面の概念図 
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図－2 継手の概要図 
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－鉄筋公称断面積）(mm2)，𝑓௖
ᇱ：コンクリートの圧縮強度(N/mm2) ，𝐿௦：継手長(mm)である． 

 式（1）の特徴は，支圧作用と付着作用がそれぞれ陽に取り扱われていることである．これにより，それぞ

れの負担力を適切に評価することで支圧板を有する突起付き平鋼に対しても適用できると考えた． 

４．設計手法の課題と妥当性の検証 

式（1）に基づく支圧板を有する突起付き平鋼の継手耐力を評価するため，図－4 に示す引抜き実験を実施

した．試験ケースは，突起付き平鋼の付着特性を把握，および式(1)と同様に突起付き平鋼の付着力と支圧板に

よる支圧力の累加が成立することの確認である．試験体は，図－3の鋼材 1 本を取り出した形状であり，対象

とした平鋼は厚さが 25mm，幅が 160mm である．実験では，ひずみ分布を詳細に検討することで，突起付き

平鋼が異形鉄筋と同等以上の付着力を有し，さらに支圧力と付着力が協働して抵抗する挙動を確認した．これ

により，支圧板を有する突起付き平鋼を用いた継手の耐力式として，式（1）の右辺の第 2 項を修正して式（2）

が成立するものと考えられる． 

 𝑃ௗ = 0.017
𝐴௕௢

𝐴௕௢௡
𝐶ଵඥ𝐴௡𝑓௖

ᇱ + 𝐴𝑙𝜏௕/10ଷ (2) 

ただし， 𝐴௟：付着面積(mm2) ，𝜏௕：突起付き平鋼の付着

強度(N/mm2)である． 

次に，式（2）を用いて設計した継手を有する梁の静的

曲げ実験を実施した．図－5に実験概要を示す．試験体に

は，前述の 1/2 スケールの平鋼を用いた．実験は，継手を

有する引張鋼材が降伏した後に曲げ引張破壊した．これ

により，最大荷重に至るまで継手が力を連続的に伝達で

きることを確認した． 

５．おわりに 

SC 構造を対象に支圧板を有する突起付き平鋼の合理

的な継手を検討した．本継手は，定着体を有する鉄筋と同

様に，支圧力と付着力の累加で継手耐力を評価できるこ

とが明らかになった．今後は，本継手を配置した梁部材に

対するせん断実験を行い，せん断挙動に対する影響を検

討する予定である． 
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edition, 1993 図－5 梁の曲げ実験の実施状況と荷重－変位関係 

図－4 引抜き実験の概要 

（1）試験体概要 

（2）鋼材のひずみ分布況 
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